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本
会
の
一
年
を
締
め
く
く
る
恒
例
の
「
日

台
共
栄
の
夕
べ
」
を
昨
年
十
二
月
二
十
三
日

に
東
京
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
催
し

た
。
総
統
選
挙
の
影
響
か
、
そ
の
後
の
台
湾

政
府
の
動
き
の
た
め
か
、
出
席
者
は
百
五
十

名
と
例
年
よ
り
少
な
目
だ
っ
た
。
し
か
し
参

加
し
た
精
鋭
は
台
湾
の
為
、
ひ
い
て
は
日
本

の
為
と
集
い
、
会
員
同
士
の
結
束
を
さ
ら
に

強
固
な
も
の
に
し
た
。

第
一
部
は
神
奈
川
支
部
の
澁
谷
陽
子
さ
ん

の
司
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
石
井
公
一
郎

副
会
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
渡
辺
利

夫
・
拓
殖
大
学
学
長
に
よ
る
「
い
ま
な
ぜ
脱

亜
論
か
」（
８
頁
参
照
）
と
題
し
た
一
時
間
の

講
演
と
十
五
分
の
質
疑
応
答
。
引
き
続
き
、

台
湾
の
日
本
語
世
代
の
人
々
を
取
材
し
て
注

目
さ
れ
る
映
画
「
逍
遥
日
記
」
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
の
上
映
と
酒さ
か

井い

充あ
つ

子こ

監
督
の
挨
拶
と

解
説
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
小
田
村
四
郎
会

長
の
閉
会
の
挨
拶
で
第
一
部
を
締
め
た
。

第
二
部
は
武
蔵
村
山
市
議
の
天
目
石
要
一

郎
氏
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
黄
文
雄
・
常
務

理
事
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。
来
賓
挨
拶

は
、
ま
ず
注
目
の
台
北
経
済
文
化
代
表
処
の

馮
寄
台
代
表
。
新
代
表
が
何
を
話
す
の
か
、

出
席
者
は
一
様
に
硬
い
表
情
で
固
唾
を
呑
ん

で
待
っ
て
い
る
と
い
っ
た
雰
囲
気
だ
っ
た
。

ご
本
人
は
下
手
な
日
本
語
と
は
言
い
な
が

ら
、
五
十
年
前
、
家
族
と
日
本
に
五
年
間
滞

在
し
た
時
に
覚
え
た
と
い
う
滑
ら
か
な
日
本

語
で
、
就
任
の
い
き
さ
つ
、
ご
自
身
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
、
家
族
の
話
等
を
織
り
交
ぜ
て
十

五
分
ほ
ど
話
さ
れ
た
。
本
当
は
代
表
就
任
は

不
本
意
だ
っ
た
が
、
馬
英
九
総
統
の
四
度
に

わ
た
る
説
得
で
承
諾
し
た
と
い
う
。
馬
総
統

は
「
日
台
関
係
の
重
要
性
」
を
説
き
、
日
本

の
状
況
、
対
台
湾
感
情
な
ど
を
知
る
た
め
、

馮
氏
の
日
本
語
能
力
を
買
っ
た
と
い
う
。
馬

総
統
は
日
本
の
情
報
収
集
に
懸
命
で
、
そ
の

た
め
に
、
馮
代
表
は
赴
任
直
後
か
ら
多
数
の

政
財
界
人
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
と
積
極
的
に

会
い
、
ほ
ぼ
毎
日
、
外
交
部
を
通
し
て
馬
総

統
に
報
告
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
馬
総

統
は
馮
代
表
か
ら
直
接
聞
く
た
め
、
異
例
の

こ
と
だ
が
来
日
し
て
一
ヵ
月
半
で
帰
国
し
て

報
告
し
た
と
も
い
う
。

こ
の
間
、
聴
衆
は
紳
士
的
に
聞
き
入
り
、

代
表
が
難
し
い
語ご

彙い

や
言
い
回
し
に
詰
ま
る

と
適
切
な
日
本
語
の
助
言
が
会
場
か
ら
出
た

り
、
氏
の
ユ
ー
モ
ア
に
笑
い
、
拍
手
も
出
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
さ
す
が
に
、
五
十
年
間
外

交
官
を
経
験
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
代
表
も
出

席
者
も
お
互
い
場
に
鑑
み
、〝
空
気
を
読
ん

だ
〟
対
応
だ
っ
た
。
挨
拶
の
最
後
の
こ
ろ
は

参
加
者
の
表
情
も
心
な
し
か
穏
や
か
に
見
え

た
。
懇
親
会
に
及
ん
で
も
、
馮
代
表
は
し
ば

ら
く
の
間
、
会
員
と
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り

会
員
の
結
束
、さ
ら
に
強
固
に

理
事
・
事
務
局
次
長

冨と
み

澤さ
わ　

賢け
ん

公こ
う

「
日
台
共
栄
の
夕
べ
」
レ
ポ
ー
ト

第１部の閉会挨拶をする小田
村会長
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意
見
を
交
換
し
た
り
の
和
や
か
な
時
間
を
過

ご
さ
れ
た
。

次
の
来
賓
挨
拶
の
「
Ｗ
i
Ｌ
Ｌ
」
編
集
長

の
花は
な

田だ

紀か
ず

凱よ
し

さ
ん
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
花

岡
信
昭
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
訪
台
し
た
と

き
に
会
っ
た
馬
英
九
総
統
の
反
日
ぶ
り
な
ど

を
体
験
談
か
ら
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
続
い

て
井い

尻じ
り

秀ひ
で

憲の
り

・
東
京
外
語
大
学
教
授
の
乾
杯

の
音
頭
で
大
忘
年
会
に
突
入
し
た
。

和
や
か
な
宴
が
続
く
中
、
小
磯
明
・
都
議

会
自
民
党
日
台
議
員
連
盟
幹
事
長
、
古こ

田た

島じ
ま

洋よ
う

介す
け

・
日
台
交
流
教
育
会
会
長
、
吉
田
康
一

郎
・
都
議
会
議
員
、
湯ゆ

澤ざ
わ

貞た
だ
し・
靖
国
神
社
元

宮
司
、
酒
井
麻
雄
・
日
華
親
善
協
会
全
国
連

合
会
副
会
長
、
浜
井
達
男
・
ま
ど
か
出
版
社

長
と
挨
拶
が
続
い
た
。
ま
た
、
出
席
の
各
支

部
（
千
葉
・
新
潟
・
岐
阜
・
愛
知
・
志
賀
・

神
奈
川
・
福
井
）
の
紹
介
が
あ
り
、
代
表
し

て
川か
わ

村む
ら

純す
み

彦ひ
こ

・
千
葉
県
支
部
長
が
挨
拶
を
し

た
。
さ
ら
に
今
回
の
「
日
台
共
栄
の
夕
べ
」

が
天
皇
誕
生
日
に
あ
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
高

座
日
台
交
流
の
会
の
野の

口ぐ
ち

毅た
け
し名
誉
会
長
が

七
十
五
年
前
を
回
想
し
て
今
上
陛
下
御
誕
生

の
歌
を
披
露
し
た
。

宴
も
た
け
な
わ
に
達
し
た
こ
ろ
、
恒
例
の

「
お
楽
し
み
大
抽
選
会
」
が
片
木
裕
一
・
本

部
事
務
局
次
長
の
司
会
で
始
ま
っ
た
。
今
回

は
い
つ
も
の
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
、
台
湾

物
産
館
、
産
経
新
聞
社
、
梅
園
、
台
湾
観
光

協
会
に
加
え
、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処

と
ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
ホ
リ
デ
イ
、
新
潟
県
支
部

の
水
野
孝
吉
氏
か
ら
初
め
て
賞
品
を
ご
提
供

い
た
だ
き
、
豪
華
賞
品
が
ず
ら
り
と
並
ん
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
会
員
の
堀
内
佐
知

美
さ
ん
と
田
中
早
苗
さ
ん
の
あ
で
や
か
な
振

袖
姿
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
花
を
添
え
た
。
賞

品
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
各
社
に
は
、
こ

の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
林
建
良
常
務
理
事
に
よ
る
「
日

台
関
係
の
改
善
は
他
力
本
願
で
あ
っ
て
は
ダ

メ
。
馬
総
統
の
日
本
を
理
解
す
る
と
い
う
馮

代
表
の
言
葉
を
も
っ
て
逆
に
国
民
党
政
府
に

圧
力
を
か
け
よ
う
」
と
熱
く
語
る
閉
会
挨
拶

と
万
歳
三
唱
で
、
来
年
の
発
展
を
祈
念
し
て

お
開
き
と
な
っ
た
。

訪台時の体験などを交えて解説する映画「逍遥
日記」の酒井充子監督

注目が集まった本会催しへの初参加となった馮
寄台代表の来賓挨拶

代表処などからの豪華賞品が目白押しとなった
お楽しみ抽選会

上着を脱ぐほどの熱が入った講師の渡辺利
夫・拓殖大学学長


